
 平成２８年２月１０日 

大阪市教育委員会「学校教育ＩＣＴ活用事業」先進的モデル校 

大阪市立阿倍野小学校  第８回ＩＣＴ公開授業 
 

 

 

【時 程】 
1:20  1:40      2:00        2：45  3:00       3:45  4:00            5:00 
        

受 付 
(多目的室) 

全体会Ⅰ 
(多目的室) 

移 
動 

ICT 公開授業 
（各教室） 

使用機器 
電子黒板 
iPad  等 

移 
動 
休 
憩 

分科会 
（各教室） 移 

動 
休 
憩 

全 体 会Ⅱ 
(多目的室) 

公開授業の
ポイント 

・本日の ICT 活用
のポイント説明 
・質疑応答 
・実技研修 

実践交流ワークショップ 

・5 つのテーマでブースごとに行います。 

 

【会場図】 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ともに学び合い、学びを深める子どもの育成

 

講 堂 

 

１ 階 

「受付・全体会会場」 

多目的室 

正 門  

校内では、スリッパに 

お履き替えください。 

講堂前と多目的室前の 

靴箱をご利用ください。 

南 

館 

 

西 館 

北 

館 

 

２ 階 

「３年 社会」 

３－２ 公開授業 
３－１ 分科会会場 

 

３ 階 

「６年 音楽」 
６－２ 分科会会場 
 

２ 階 

「１年 国語」 

１－1 公開授業 
１－2 分科会会場 

 

２ 階 

「２年 e-サイエンス」 
２－１ 公開授業 

２－２ 分科会会場 

 

３ 階 

「５年 理科」 
５－１ 分科会会場 

 

－ICT を活用して、コミュニケーション能力の向上を目指す－ 

研究主題 

２･３階 

「特別支援 生活単元」 

プレイルーム･図工室
公開授業・分科会会場 

 

３ 階 

「６年 音楽」 
音楽室 公開授業 

２ 階 

「５年 理科」 

理科室 公開授業 
 



参観者の皆さまへ 

  

本日は、本校の公開授業にお越しいただき、ありがとうございます。 

  

 参観にあたって、次の点にご留意ください。 

 

１．授業も含めて、校内の写真撮影・ビデオ撮影は、次の点をお守りいただくことを前提に許可し

ます。 

 ○ 子どもの顔は、なるべく撮らないようにしてください。 

 ○ フラッシュは使用しないでください。 

 ○ 撮影した写真や動画は、個人または、所属する機関での研究目的にのみ使用してください。 

 ○ 子どもや教職員が特定できる写真や動画を、ネット上にアップしないこと。これについては、

いかなる理由があっても許可できません。 

 ○ 授業風景を動画配信サイトなどにアップしないこと。 

 ○ 教室内の作品についても、個人が特定される原因となりますので、同じ扱いとさせていただ

きます。 

※ 撮影された被写体に係る肖像権に関しては、本人並び本校に属しております。注意事項に

反し、または非社会的な目的に利用された場合は、法的な手段により取りさげを要求します。 

 

２．授業中にむやみに子どもに接近するなど、子どもの注意力を阻害するような行動はお控えくだ

さい。 

 

３．教室はたいへん混み合います。入口付近に固まらず奥にお進みください。 

 

４．携帯電話、スマートフォンはマナーモードにしてください。 

 また、「Bluetooth」「Wi-Fi」機能をオフにしてください。 

 

５．授業中、ICT 機器などが動作不良になった場合、指導者の判断で使用を中止し、授業をすすめ

る等もありますので、ご理解ください。 

 

６．休み時間等では、子ども達の動線にお心遣いください。 



 

 

ようこそ 阿倍野小学校ＩＣＴ公開授業へ 

 

 余寒の候、貴職におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。平素は、本校の教
育活動に何かとご理解・ご指導を賜り、厚くお礼申しあげます。さて、本校では、平成 24 年 12 月から
の大阪市教育委員会「学校教育 ICT 活用事業」モデル校の指定に引き続き、大阪市教育委員会「学校教
育 ICT 活用事業」先進的モデル校の指定を受け、｢ともに学び合い、学びを深める子どもの育成」を研
究主題に、ICT を活用した授業実践に取り組んでまいりました。そこで、第８回の公開授業を実施いた
します。何かとご多用とは存じますが、ぜひ多くの皆様にご参加いただきますようご案内申しあげます。 

大阪市立阿倍野小学校長   民辻 善昭 

【全体会Ⅰ】(1：40～  於：多目的室)  オリエンテーション。公開授業のポイントを紹介します。 

【公開授業】(2：00～2：45)                 主な活用機器 電子黒板 iPad 

場所 教科等 単元・内容 授 業 者 ICT 活用の場面 使用アプリ 

１年１組 国 語 おはなしをつくろう 小澤 里美 □導入 ■展開 □まとめ ロイロノート 

２年１組 e-サイエンス はずんで はずんで 有本  淳 ■導入 ■展開 ■まとめ MetaMoJi Share 

３年２組 社 会 うつりかわる道具とくらし 福村喜久代 ■導入 ■展開 ■まとめ 
ロイロノートスクール 
MetaMoJi Note 

理科室 理 科 もののとけ方 西本 良太 ■導入 ■展開 □まとめ xSync Numbers 

音楽室 音 楽 和音の美しさを味わおう 増池登貴子 ■導入 ■展開 ■まとめ Touch Notation 

プレイ 
ルーム等 

特別支援 
生活単元 

なかよし交流会に向けて 
合奏に取り組もう 

河野 悦子 ■導入 ■展開 ■まとめ 
Touch Notation 
Rhythm Pad 

※２年「e-サイエンス」・５年「理科」の公開授業は、「がんばる先生支援」グループ研究・今日的課題研究コースの公開授業と兼ねています。 

【分 科 会】(3：00 ～3：45) 

分 科 会 会 場 内   容 

１年国語 １年２組 
・本日のＩＣＴ活用

のポイント説明 

・質疑応答 

実

技

研

修 

ロイロノート 

２年 e-サイエンス ２年２組 MetaMoJi Share 

３年社会 ３年１組 ロイロノートスクール  MetaMoJi Note 

５年理科 ５年１組 xSync 

６年音楽 ６年２組 Touch Notation 

特別支援 プレイルーム Touch Notation  Rhythm Pad 

※２年「低学年理科」・５年「理科」の公開授業は、「がんばる先生支援」グループ研究・今日的課題研究コースの発表と兼ねています。 

【全体会Ⅱ】(4：10～5：00  於：多目的室 )   

  ○ 実践交流ワークショップ  本校職員 

ファシリテーター  大阪教育大学教授 木原 俊行 先生 

  テーマ・・「企画・運営 管理 研修」「低学年実践」 

      「中学年実践」「高学年実践」「特別支援実践」 
 

⇒ 5 つのテーマで、ブースごとに発表します。興味のあるテーマを中心にご自由にご参

加ください。ファシリテーターとして、木原先生に進行していただきます。 
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研 究 の 概 要 

１.今年度の研究主題 

 

 

 

 

 

２.主題設定と研究の視点について 

本校では、平成 24 年 12 月から三年間の大阪市教育委員会「学校教育 ICT 活用事業」モデル校に引き

続き、平成 27 年 12 月から三年間は、大阪市教育委員会「学校教育 ICT 活用事業」先進的実践研究校の

指定を受けました。 

大阪市の方策として、「ICT を活用して協働学習や個別学習などの充実をめざす」ことがあげられます。

ICT は、その機器の使用を目的とするのではなく、その機器の使用を基に、協働学習や個別学習が行え

ることを目的としています。私たちは、日々の学習の中に、あたりまえのツールとして ICT を活用して

いくことを目的としています。しかし、ICT ありきで学習を展開していくのではありません。学習が問

題解決を基に行われている必要があり、学習には協働学習を取り入れるべきであるという声に耳を傾け

ながら、これらの学習を展開するのに有効なツールとして、ICT を活用することを日々研究しています。

OECD のキーコンピテンシーには以下の３つの能力が挙げられています。 

①社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用する能力 （個人と社会との相互関係）  

②多様な社会グループにおける人間関係形成能力 （自己と他者との相互関係）  

③自律的に行動する能力 （個人の自律性と主体性） 

本校では、校内アンケートの結果や、全国学力・学習状況調査の結果から、①②の能力に注目し、子

どものコミュニケーション能力を育成することで、協働的に学び、学びを創造できる子どもの育成を目

指して、研究主題を「ともに学び合い、学びを深める子どもの育成」、副題を「ICT を活用して、コミュ

ニケーション能力の向上を目指す」としました。 

上述の研究主題を受けて、以下の５つの研究の視点を設定しています。 

＜研究の視点＞ 

● 日々の学習の中で問題解決能力を高める。 

・問題解決を取り入れながら、どの場面で ICT を活用し、どのような効果をねらうのか。 

● 協働的な学びを展開する。 

  ・どのように ICT を活用すれば情報を共有したり、情報を発信したりできるのか。 

● 情報活用能力を育成する。 

  ・情報モラルを含めた、広い意味での情報活用能力をどのようにすれば高めることができるのか。 

● 授業以外でＩＣＴを活用する。 

・どんな場面(朝、家庭学習、校外活動…)で、どのように活用できるか。 

● 教員のＩＣＴ研修を行う。 

・いつ(定期的、長期休業時、必要時…)、どこで(校内、他校…)、だれが、どのように進めていくか。 

３.研究の組織について 

 

 

【企画運営・公開授業の企画推進・授業以外の ICT 活用の推進・情報モラル教育の推進・機器管理・研修】 

  | 

研究推進委員会（研究部員・学年主任・担任外・生活指導部長・人権教育部長） 

  | 

研究全体会―低学年部会・中学年部会・高学年部会・特別支援学級部会 

一般研修 ICT 研修 

 

「ともに学び合い、学びを深める子どもの育成」 
－ICT を活用して、コミュニケーション能力の向上を目指す－ 

研 究 主 題 

研究部 
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４.研究の内容について 

 

 ＜ICT を活用した授業づくりの基本的な考え方＞ 

 

○ 問題解決における ICT の活用 

   子どもの主体的な学びを実現するために、単元構成や授業の学習過程において、学習に問題解

決を取り入れることを基本とする。導入:｢問題の設定｣＝展開:｢問題の追究｣＝まとめ:｢結論の導

出｣の３段階を基本的な流れとする。また、問題解決において、「どの段階」で「どんな力」をつ

けさせたいかを考え、そのために有効な ICT の活用方法を模索する。 

 

○ 協働的な学びにおける ICT の活用 

   子どもが協働的に学びを展開するためには、思考の可視化や伝達の効率化等が考えられる。個々

の考えが可視化できれば、個々の考えの比較が容易にできる。また、自分の考えを容易に表現で

きたりすれば、伝達が効率化できる。このように、子どもが協働で学びを展開する際のツールと

して有効な ICT の活用方法を模索する。 

 

 

【問題解決的な学習の基本的流れ】    【ＩＣＴを活用する主なねらい（例）】 

 

導入 

①問題を設定する場面 

  

・問題を設定する 

  ・問題に対して予想する 

  ・予想を確かめる方法を考える 

 

 

 

展開 

②学習問題を追究～解決する場面 

  

・必要な資料を収集し、分析する 

  ・実験や観察、調査などに取り組む 

  ・明らかになったことを整理する 

 

 

 

まとめ 

③結論の導出・吟味し、活用する場面 

  

・個々が解決したことを発表し合う 

  ・結果から結論をまとめる 

  ・さらなる問題を明確にする 

  ・生活化を図ったり、別の事象に 

あてはめたりする 

 

 

 

○疑問や驚きなどから問題を内発させ

ることができる 

 

○問題を追究しようとする関心・意欲を

高めることができる 

 

○問題に主体的・意欲的に取り組むこと

ができる 

 

○思考の可視化ができる 

 

○追究活動を効率的に進めることがで

きる 

 

○学習内容をより深く定着させること

ができる 

 

○表現力を高めることができる 

 

○プレゼンテーション能力を養うこと

ができる 
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（阿倍野小学校 ＩＣＴ公開授業） 
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《ICT の活用》 

授業の場所 ■普通教室 □特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 □一斉学習 ■グループ学習 □個別学習 

ICT 活 用の場 面  □導 入  ■展 開  □まとめ 

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

ICT 活 用の目 的  ■資料の提示(指導者) □資料の提示(学習者) □自分の考えをまとめる 

□グループの考えをまとめる  □他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  ■自分の考えを表現する  □学習の振り返り  

□記録(写真・動画等)  □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
■電子黒板  ■指導者用タブレット端末(iPad) 

■児童用タブレット端末(iPad)  □その他（         ） 

活用コンテンツ等 
○ ロイロノート  

○ 写真ファイル   

ICT 活用のポイント 

○ 実物の野菜を写真に撮って、アプリを使って目や手足を書き加え人物をつ

くることで、登場人物をイメージしやすくする。 

○ 写真の横やテキストカードにメモを書くことで、書き加えたり順番を変え

たりすることが容易にできる。 

○ 複数できたメモをスライドでつなぐことで、何度も見返し確認することが

できる。 

１ 学年・組   第１学年１組 計３２名 

２ 場  所   １年１組教室 

３ 単 元 名   「おはなしをつくろう」 

４ 目  標   

  ○ 物語の人物を決めて、想像した出来事をメモに書くことができる。 

  ○ 出来事の順序に沿って話の筋を考え、物語を書くことができる。 

  ○ 完成した物語を発表し、感想を伝え合うことができる。 

５ 単元の評価規準  

関心・意欲・態度 書 く 読 む 言語についての知識・理解 

物語作りに興味を持

ち、「ももたろう」の話

を想像豊かに書き換え

ようとしている。 

「ももたろう」の話をも

とに、想像を膨らませな

がら、出来事の順序に沿

って話の筋を考えてい

る。  

 創作した物語を、語

のまとまりや言葉の響

きなどに気を付けて音

読しようとしている。 

 主語と述語の関係に気

をつけて、誰がどんなこと

をするのかを書いている。 

６ 指導計画（全 ９時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 ＩＣＴ活用のポイント 

１ １ 

・「ももたろう」のお話をもとにして、人物と出

来事を考えて物語を創作するという学習課題

をつかむ。 

・人物を置き換えて、その人物がどんなことを

するのかを考えて物語を創作することを確認

する。 

 

・「ももたろう」を読み聞かせる際、書画カメラ

で電子黒板に絵本を投影することで、挿絵を

見やすくするようにする。 

・デジタル教科書を使って物語の置き換え方を

確認することで、より理解しやすくするよう

にする。 

 

第１学年 国語科 学習指導案 
   授業者 小澤 里美 
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２ 

２ 

・自分だけのお話にでてくる人物を実物の野菜

を見ながら自由に想像する。 

・使いたい野菜の写真を撮り、想像を膨らませ

る。 

・想像した人物が、大きくなってどんなことを

するのかを考える。 

・実物の野菜を写真に撮り、目や手足を書き加

えることで、人物をイメージしやすくする。 

 

３
（
本
時
） 

・お話の人物を考えて、大きくなってどんなこ

とをするのかをロイロノートに書く。 

 

・指導者がロイロノートで作ったメモの例を見

せることで書き方を理解しやすくする。 

・写真やカードに思いつくことを書き加えるこ

とで、メモをつくるようにする。 

 

 

３ 

４
５
６ 

・人物がすることを詳しく考えて、お話を書く。 ・ロイロノートでメモを作ることで、何度も繰

り返し見ることができるようにする。 

 

４ 

７
８ 

・書いたお話を、スライドを使って発表する準

備をする。 

 

・ロイロノートでスライドを作ることで、お話

を聞く人にもより楽しんでもらうことができ

るようにする。 

９ 

・物語を発表し、友だちと感想を伝え合う。 ・作ったロイロノートのスライドを電子黒板に

投影する。 

 

７ 本時の学習 

(1) 目  標 

○ 物語の人物を決めて、想像した出来事をメモに書くことができる。 

(2) 展  開 

 主な学習活動 ＩＣＴ活用のポイント 使用機器・コンテンツ 評価の観点 

導 
入 

○ 前時の学習を振り返り、本

時のめあてを確かめる。 

 ・前時に考えた内容を振り返

り、本時のめあてを確認す

る。 

 

 

  

 

 

 

 

 

【関】 

・物語の作り方

に興味を持ち

意欲的に取り

組もうとして

いる。 

（行動観察） 

展 

 

開 

○ 前時に撮った写真を使っ

て、目や手足を描き加え、お

話の人物を作る。 

 

 ・主人公の特徴を詳しく想像

し、２枚目のスライドメモ

に書く。 

 

○ 大きくなったらどんなこと

をするのかを想像し、３、４

枚目のスライドメモを作る。 

 ・書きたい出来事を整理して

メモに書く。 

・アプリを使い、実物の野菜

の写真に目や手足を描き加

えることで、登場人物をイ

メージしやすくする。 

・画像に簡単に書き加えたり

消したりしてメモを作るこ

とができる。 

・ロイロノートで作ったメモ

は、順番を入れ替えたり、

何度も見返したりすること

ができる。 

 

 

・ロイロノート 

・写真ファイル 

【書】 

・物語に出てく

る人物や、人

物が大きくな

ってどのよう

なことをする

かについて想

像を広げて考

えている。  

（メモ・行動

観察） 

 

おはなしの人ぶつをきめて、大きくなってすることをメモにかこう 
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ま

と

め 

○ 次時の学習内容を知る。 

 ・友だちの作ったメモを見て 

  次時の活動の参考にする。 

 

  

 ・ロイロノート  

 

(３) 板書計画 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
は
な
し
の
人
ぶ
つ
を
き
め
て
、
大
き

く
な
っ
て
す
る
こ
と
を
メ
モ
に
か
こ
う 

一
ま
い
め 

二
ま
い
め 

三
ま
い
め 

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト 

じ
ぶ
ん
の
名
ま
え 

人
ぶ
つ 

・
し
ゅ
人
こ
う
を
つ
く
る
。 

大
き
く
な
っ
た
ら 

ど
う
す
る
。 

・
お
は
な
し
に
か
き
た
い
で
き
ご
と
を 

カ
ー
ド
に
一
つ
ず
つ
か
く
。 

 

四
ま
い
め 
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（阿倍野小学校 ＩＣＴ公開授業） 
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《本時の ICT の活用について》 

授業の場所 ■普通教室 □特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 ■一斉学習 ■グループ学習 □個別学習 

ICT 活 用の場面  ■導 入  ■展 開  ■まとめ 

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

ICT 活 用の目的  ■資料の提示(指導者) □資料の提示(学習者) □自分の考えをまとめる 

■グループの考えをまとめる  ■他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  □自分の考えを表現する  □学習の振り返り  

■記録(写真・動画等)  □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
■電子黒板  ■指導者用タブレット端末(iPad) 

■児童用タブレット端末(iPad)  □その他（          ） 

活用コンテンツ等 
○ MetaMoJi Share ○ 写真ファイル ○映像ファイル 

ICT 活用のポイント 

○ 物を一定の高さから落として、どこまで弾むのかを調べる際に、目視では
測定することが困難なため、ビデオで撮影し、再生しながらどこまで弾んだ
のかを測定するようにする。 

○ 学級全体で各グループの実験結果を共有するために、MetaMoJiShare
上のノートに実験結果を書き込むようにし、各グループの結果をリアルタイ
ムで電子黒板に投影するようにする。 

○ 学級全体の実験結果のグラフを写真で撮影し、MetaMoJiShare に取り込
んでカードにし、分かったことを写真に書きこみながらグループで考察を行
う。そうすることで、実験結果のどこから結論が導出されたのかがよく分か
るようにしたり、結論を発表する際のツールとして使えるようにしたりす
る。 

１ 学年・組   第２学年１組 計３５名 

２ 場  所   ２年１組教室 

３ 単 元 名   はずんで はずんで 

４ 目  標    

弾む物に興味を持ち、弾む物の大きさを変えながら、弾み方に目を向け、見たりさわったりするこ

とを通して、弾む物にかかわる力を育てる。 

５ 単元の評価規準  

自然事象への 

関心・意欲・態度【関】 
科学的な 

思考・表現【思】 

観察・実験の 

技能【技】 

自然事象についての 

知識・理解【知】 

地面で弾む物に興味

や関心を持ち、進んで弾

む物の大きさ等による

弾み方を調べ続けよう

としている。 

物と物を混ぜ合わせ

ることに興味や関心を

持ち、進んで混ぜ合わせ

てできた物の様子を見

たり、さわったりして調

べ続けようとしている。 

弾む物の大きさ等を

変えながら弾み方を調

べることで、弾む物にか

かわっている。 

混ぜる量を変え、でき

た物の性質について、見

たり、さわったりしなが

ら、混ぜる物の適量を見

出し表現している。 

他者の考えとも比

較・検討しながら考えを

振り返り、自分の考えを

表現している。 

弾む物の弾み方を調

べる工夫をしている。 

物の性質を見たり、さ

わったりしながら調べ、

様々な表現で記録して

いる。 

 

弾む物(スーパーボー

ル)は、大きさが変わって

も弾み方は変わらない

ことを理解している。 

物を混ぜ合わせた時

は性質の違う別の物が

できることがあるとい

うことを見たりさわっ

たりすることで理解し

ている。 

 

 

第２学年 e-サイエンス 学習指導案 
   授業者 有本 淳 
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６ 指導計画（全６時間 裁量 4 時間・算数 1 時間・国語 1 時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 ＩＣＴ活用のポイント 

１ １ 

・スーパーボールを弾ませ、弾む様子を観察し

て、気づいたことを話し合う。 

・問題を明らかにしながら、今後の学習計画を

立てる。 

・活動しながら気付いたことは映像で記録して

おくことで、気付いたことを話し合うときの

参考にする。 

２ 

２
（
算
数
） 

・スーパーボールの弾み方をどのように調べた

らよいのかを考える。（１ｍのスケールを用

いる。） 

・スーパーボールの弾む様子をカメラで映像と

して記録し再生することで、どこまで弾むか

を測定する。 

３ 

・スーパーボールは大きさで、弾み方が変わる

のかを調べる方法を考える。 

・スーパーボールの弾む様子をカメラで映像と

して記録し再生することで、どこまで弾むか

を測定する。 

・学級全体で各グループの実験結果を共有する

ために、MetaMoJiShare 上のノートに実験

結果を書きこむようにする。また、電子黒板

に投影するようにする。 

４
（
本
時
） 

・スーパーボールは大きさで、弾み方が変わる

のかを調べる。 

・スーパーボールの弾む様子をカメラで映像と

して記録し再生することで、どこまで弾むか

を測定する。 

・学級全体で各グループの実験結果を共有する

ために、MetaMoJiShare 上のノートに実験

結果を書きこむようにする。また、電子黒板

に投影するようにする。 

・実験結果のどこから結論が導出されたのかが

よく分かるように、実験結果のグラフを、

Meta MoJiShare に取り込んでカードに

し、根拠を明らかにしながら結論を書きこむ。 

３ 

５ 

・よく弾むスーパーボールを作るのに、洗濯の

り（PVA）にどれぐらい食塩をまぜればよ

いのかを調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スーパーボールの弾む様子をカメラで映像と

して記録し再生することで、どこまで弾むか

を測定する。 

・学級全体で各グループの実験結果を共有する

ために、教師用 iPad に実験結果を書き込む

ようにし、リアルタイムで電子黒板に投影す

るようにする。 

・実験結果のどこから結論が導出されたのかが

よく分かるように、実験結果のグラフを、

MetaMoJiShare に取り込んでカードにし、

根拠を明らかにしながら結論を書きこむ。 

６
（
国
語
） 

・これまでの学習で、新たに見つけたことを「ス

ーパーボールブック」としてノートにまとめ

る。 
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７ 本時の学習 

(1) 目  標 

○ これまでの学習を活かして、スーパーボールの大きさによる弾み方について、結果から結

論を導き出すことができる。 

(2) 展  開 

 主な学習活動 ＩＣＴ活用のポイント 使用機器・コンテンツ 評価の観点 

導 

入 

○ 前時までの振り返りをし、

本時の問題を確認する。 

 

  

 

 

○ 実験計画を確認する。 

・これまでの活動を想起さ

せるために、写真を提示

する。 

 

 

 

・スーパーボールの弾み方

をどのように測定する

のかを確認するために、

電子黒板に映像を投影

する。 

電子黒板 

iPad（指） 

・MetaMoJi Share  

 

 

 

【関】 

・地面で弾む物に

興味や関心を

持ち、進んで弾

む物の大きさ

等による弾み

方を調べ続け

ようとしてい

る。 

（態度・発言） 

展 

 

開 

○ 実験計画に基づいて、スー

パーボールの弾み方を調べ

る。 

・グループで協力して実験を

行う。 

・実験結果は iPad のグラフに

に記録する。 

 

 

 

 

 

○ グループの実験結果と学級

全体の実験結果から、グルー

プで結論を考える。 

・スーパーボールの弾む様

子をカメラで映像とし

て記録し、再生すること

で、どこまで弾むかを測

定する。 

・学級全体で各グループの

実験結果を共有するた

めに、教師用 iPad に実

験結果を書き込むよう

にし、リアルタイムで電

子黒板に投影するよう

にする。 

・実験結果のどこから結論

が導出されたのかがよ

く分かるように、実験結

果のグラフを、Meta 

MoJiShare に取り込ん

でカードにし、根拠を明

らかにしながら結論を

書きこむ。 

iPad（児） 

・映像ファイル 

 

電子黒板 

iPad（指・児） 

・MetaMoJi Share 

 

iPad（児） 

・写真ファイル 

・MetaMoJi Share 

 

【思】 

・弾む物の大きさ

等を変えなが

ら弾み方を調

べることで、弾

む物にかかわ

っている。 

（態度・発言・ノ

ート） 

ま

と

め 

○ 各グループの結論を発表す

る。 

 

 

 

○ 本時のまとめを行う。 

・MetaMoJiShare のカー

ドを電子黒板に投影しな

がら結論を説明すること

で、結論の根拠を明らか

にするようにする。 

電子黒板 

iPad（児） 

・MetaMoJi Share 

 

【知】 

・弾む物(スーパ

ーボール)は、

大きさが変わ

っても弾み方

は変わらない

ことを理解し

ている。 

（発言・ノート） 

 

 

 

 

 

大・中・小のスーパーボールはどれがよくはずむのだろうか 
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電子黒板 

  

 投影内容 

導入 
○スーパーボールの弾み方の測定

方法 

展開 ○実験結果（グラフ） 

まとめ ○グループのカード 

 

(３) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

もんだい 大・中・小のスーパーボールは、どれがよく 

  はずむのだろうか。 

                          よ そ う 大きさ          

 

 

方 ほ う ①スーパーボールをおとす。 

②どこまではずむかアイパッドでしらべる。 

③まえのアイパッドに入力する。 

                          わかったこと  

○大・中・小、どのスーパーボールもはずみかたは 

かわらない。 
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《本時の ICT の活用について》 

授業の場所 ■普通教室 □特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 ■一斉学習 ■グループ学習 □個別学習 

ICT 活 用 の 場 面  ■導 入  ■展 開  □まとめ  

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

ICT 活 用 の 目 的  ■資料の提示(指導者) ■資料の提示(学習者) □自分の考えをまとめる 

■グループの考えをまとめる  ■他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  □自分の考えを表現する  □学習の振り返り  

□記録(写真・動画等)  □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
■電子黒板  ■指導者用タブレット端末(iPad) 

■児童用タブレット端末(iPad)  □その他（ 書画カメラ    ） 

活用コンテンツ等 
○ ロイロノートスクール 

ICT 活用のポイント 

○ 情報を集約し、共有するため、ロイロノートスクールを活用する。 

 

１ 学年・組   第 3 学年 2 組 計 30 名 

２ 場  所   3 年 2 組教室 

３ 単 元 名   「うつりかわる道具とくらし」 

４ 目  標 

  ○ 古くからのこる道具やそれらを使っていたころのくらしの様子について関心を持ち、道具を観

察したり、実際に使ってみたり、地域の方々に話を聞くなどして、道具やくらしについて調べる

ことができる。 

  ○ 古くから残るくらしにかかわる道具や、それらを使っていたころのくらしについて調べ、今と

昔の道具のちがいに気づき、道具のくらしの変化について考えることができる。 

  ○ 道具の工夫やくらしの変化にはくらしをよりよくしようとする願いや努力があったことを理

解している。 

５ 単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象についての

知識・理解 

 古い道具やそれらを

使っていたころの人々

のくらしの様子につい

て関心をもち、意欲的に

調べている。 

 調べたいことや調べ

る計画を考え、表現して

いる。 

昔の道具を使って感

じたことをもとに、道具

の変化にともなって生

じた人々のくらしの変

化について考え、表現し

ている。 

道具を観察したり、実

際に使い方を体験した

りして、道具の使い方や

使われた時期など必要

な情報を集め、カードに

まとめることができる。 

昔のくらしの様子に

ついてインタビューし

て、必要な情報を集めて

いる。 

調べたことをデジタ

ル年表にまとめること

ができる。 

祖父母の世代が子ど

ものころのくらしの様

子について理解してい

る。 

父母の世代が子ども

のころのくらしの様子

について理解している。 

昔と今の道具のちが

いに気づき、道具が変化

してきたことや、道具の

工夫や生活の変化には

くらしをよりよくしよ

うとする願いや努力が

あったことを理解して

いる。 

 

第３学年 社会科 学習指導案 
   授業者 福村 喜久代 
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６ 指導計画（全 １２時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 ＩＣＴ活用のポイント 

１ 

１ 

・昔のくらしの絵を見て、今のくらしと比較し

て考える。 

・視覚的に理解するため、電子黒板を活用して

マーキングをおこなう。 

２ 

３ 

・地域の方をゲストティーチャーに迎え、七輪

を使って火おこしをし、もちを焼く。 

・使い方やインタビュー内容を再度確認するた

め、タブレットを活用して記録する。 

２ 

４ 

・七輪の体験学習をふり返り、様々な道具のう

つりかわりを予想し、調べることを決める。 

・視覚的な理解を促すため、電子黒板を活用す

る。 

５ 

６ 

７ 

・1950～1960 年代、1970～1990 年代、

2000 年～現在と、それぞれの時代で使われ

ていた道具について調べ、道具カードを作成

する。 

・写真やイラスト、文字の入力を簡単に行うた

め、MetaMoji Note を活用して道具カードを

作成する。 

・道具の使い方を確認するため、動画資料を

Web に置く。 

３ 

８ 

・道具カードを年代順につなぎ、今と昔のちが

いや変化をよみとる。 

・道具カードをプレゼンテーション資料として

使用するため、ロイロノートスクールを活用

しカードを整理する。 

９
（
本
時
） 

・変化やちがいを出し合い、昔のくらしについ

て考える。 

・情報を集約し、共有するため、ロイロノート

スクールを活用する。 

10 

・ゲストティーチャーにインタビューを行い、

昔のくらしについて理解する。 

・インタビュー内容を再度確認するため、タブ

レットを活用して記録する。 

４ 

１１ 

・道具のうつりかわりとくらしの変化がわかる

デジタル年表を作成し、プレゼンテーション

の準備をする。 

・これまでの学習をふりかえり、プレゼンテー

ション資料とするため、ロイロノートスクー

ルを活用する。 

１２ 

・デジタル年表を使ってプレゼンテーションを

行い、様々な道具のうつりかわりとともにく

らしやまちの様子も変化してきたことを保護

者に発表する。 

・プレゼンテーションを行うため、ロイロノー

トスクールを活用する。 

 

７ 本時の学習 

(1) 目  標 

○ 道具のうつりかわりをもとに、昔のくらしについて考えることができる。 

(2) 展  開 

 主な学習活動 ＩＣＴ活用のポイント 使用機器・コンテンツ 評価の観点 

導 

入 

○ 前時までをふり返り、本時

の学習のめあてを確認する。 

 

・今日の活動の見通しを持た

せるため、道具カードを使

ったプレゼンテーションを

を演示する。 

電子黒板 

 

iPad（指） 

・ロイロノートス

クール 

 

 

【関】 

・本時の学習問

題に関心をも

つ。 

（行動観察） 

展 

 

開 

 

 

 

○ 昔のくらしの様子を交流班

で話し合う。 

 

 

 

・昔のくらしのイメージを高

めるため、道具カードを提

 

 

 

電子黒板 

 

 

 

 

 

 

昔のくらしは今とくらべてどんなくらしだったのか、

考えよう。 
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 ・手作業で、時間がかかった 

 ・準備や後始末が大変だった 

 ・壊れても自分で修理した 

 ・道具を使うのに、知恵やコ

ツが必要だった    

・電化製品は高価で貴重だっ

た         など 

 

○ キーワードをもとに、みん

なで昔のくらしを考える。 

 ・該当するキーワードに基づ

き、道具カードを送信する。 

 ・道具カードを掲示し、人々

のくらしについて発表す

る。 

 

 

示し発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

・情報を集約し共有するため、

ロイロノートスクールを活

用する。 

iPad（指・児） 

・ロイロノートス

クール 

【思】 

・道具の使い方

とくらしの様

子について関

連づけて表現

している。 

（発言、グル

ープ発表） 

ま

と

め 

○ 本時をふり返り、次時の学

習内容を確認する。 

 ・昔のくらしは大変だったが、

そこには人々の知恵や工夫

がある。 

 

 電子黒板 

 

iPad（指） 

・ロイロノートス

クール 

【知】 

・昔のくらしの

様子を理解し

ている。 

（発言） 
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(３) 板書計画 

 

参考文献 

・本間昇 著『くらしのうつりかわりシリーズ２ 子どもの遊び』 岩崎書店、1996 年 

・本間昇 著『くらしのうつりかわりシリーズ４ 仕事<おとうさん>』 岩崎書店、1996 年 

・本間昇 著『くらしのうつりかわりシリーズ５ 仕事<おかあさん>』 岩崎書店、1996 年 
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・本間昇 著『くらしのうつりかわりシリーズ７ 村のうつりかわり』 岩崎書店、1996 年 

・田近洵一・次山信男 監修『図解むかしのくらし２ 食べ物と調理器具』 学習研究社、1997 年 

・田近洵一・次山信男 監修『図解むかしのくらし３ 住まいと家具』 学習研究社、1997 年 
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・小林克 監修『昔のくらしの道具事典』 岩崎書店、2004 年 

・田中力 監修『ポプラディア情報館 昔のくらし』 ポプラ社、2005 年 

・本間昇 監修『昔の子どものくらし事典』 岩崎書店、2006 年 

・多田歩実 著『明治・大正・昭和のくらし③ 昭和のくらしと文化』 汐文社、2007 年 

・新田太郎 監修『くらべてみよう！昭和のくらし① 家族』 学研教育出版、2009 年 

・新田太郎 監修『くらべてみよう！昭和のくらし② 学校・遊び』 学研教育出版、2009 年 

・新田太郎 監修『くらべてみよう！昭和のくらし③ 生活』 学研教育出版、2009 年 

・新田太郎 監修『くらべてみよう！昭和のくらし④ 社会』 学研教育出版、2009 年 

・新田太郎 監修『くらべてみよう！昭和のくらし⑤ 流行』 学研教育出版、2009 年 

・工藤員功 監修『ポプラディア情報館 昔の道具』 ポプラ社、2011 年 

・岩本努・保坂和雄・渡辺賢二 著『学校の歴史② 文房具・持ち物編』 汐文社、2012 年 

・大角修 著『昔のくらしと道具６ 道具年表をつくろう』 小峰書店、2014 年 

・鎌田和宏 監修『絵でわかる社会事典⑥ 衣食住の歴史』 学研教育出版、2014 年 

・たかいひろこ 著『くらし思い出絵日記１ おばあちゃんの家 わたしの家』ポプラ社、2014 年 

・三浦基弘 監修『昔の道具 うつりかわり事典』 小峰書店、2015 年 

昔のくらしは今とくらべてどんなくらしだったか、

考えよう。 

年代スケール 

  

今 昔 

導
入 

・「発表と話し合いのポイン

ト」掲示。 

・道具カードを使ったプレ

ゼンテーションを演示。 

 

ま
と
め 

展 
 

開 

 

・送信された道具カードを

比較掲示。 

・発表者の道具カードに切

りかえ、道具のようすを

掲示。 

 
人々の

くらし 

必要な

もの 
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